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 現在、訪日するムスリム（イスラム教徒）がどんどん増加している。しかし、彼らの旅行先は都心が多く、八王子市

にあまり来てくれない。ムスリム達は日本に来たら、もちろんハラル食品しか食べれないのため、食べ物にはいつも困

っている。そこで、八王子市にハラル食品で料理をつくるレストランやハラル食品を扱うスーパーを増やし、それを紹

介するアプリを作れば、ムスリム達を手伝う同時に、八王子市に来るムスリム人数が多くするようになると考えられる。 
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１．THEME INTRODUCTION 

訪日するムスリムがどんどん増加している。東

南アジアからの訪日旅行者は着実に増加しており、

2013 年には過去最高を記録した（図１）。ムスリム

は日本の環境に興味があり、きれいで楽しい観光

地に行く。日本の文化も体験したいからである。 

図 1 インドネシア・マレーシアの訪日ムスリム観光客 

 

２．CURRENT CONDITION ANALYSIS 

A. 八王子市にあまり知らない楽しい観光地 

 八王子といえば、あまり観光客に知られておら

ず、渋谷や秋葉原や池袋のように都心にある有名

な観光地には同じレベルの観光地ではない。しか

し、実は八王子市にたくさんの面白い観光地があ

る。例えば、高尾山や Mitsui Outlet Park や八王

子市にある様々なミュージアムであり、高尾599ミ

ュージアム、高尾山トリックアート美術館、八王子

市郷土資料館、八王子市夢美術館である。以上か

ら、八王子市は有名な観光地になるポテンシャル

があることが言える。 

 

B. 八王子に住んでいるムスリムに対する調査 

ムスリムの観光客が八王子市に対する見方をも

っとわかるために、八王子市に住んでいるムスリ

ムの学生 10 人にインタビューをした。 

質問は①日本特に八王子の生活はどうですか？

②何か困ったことがありますか？③何があったら

いいなと思いますか？ の３つである。 

その結果、八王子に住むのが好きで、楽しい生活

をしているが、いくつかの共通な問題に困ってい

ることが分かった。その問題は①ハラルレストラ

ンはどこにあるかわからなくて、知っているハラ

ルレストランが少なすぎる、②ハラル食品はどこ

に売ってあるかわからない、③お祈りする所が少

ない、④日本は、昼夜が日々いつも変っているの

で、お祈りの時間がいつも勘違いすることなどで

あった。 

 

３. IDEA PLANNING 

私たちは、八王子市にいるムスリムの生活が楽

しく便利にするために、Muslim In Hachioji とい

うムスリムフレンドーのアプリを制作を提案する。

このアプリの主なターゲットユーザーは旅行者や

八王子市に住んでいるムスリムである。技術的に

は、このアプリがスマホで、Android と IOS で両方

ともアクセスできる。ムスリムが異なる国から八

王子市に来るのを考えるとして、アプリの言語が

81,516 130,183 176,500

61,911
101,460

136,800

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2011年 2012年 2013年

人
数

インドネシア

マレーシア



数々なチョイスがある。例えば、日本語や英語やマ

レー語やインドネシア語などである。 

基本的に、このアプリができる機能が4つある。

まず、マップの機能では、調べられるものが 4 つ

ある。それは、八王子市にあるハラルレストラン、

ハラル食品を売ってあるスーパー、お祈り部屋ま

たはモスクである。図 2 には、この機能の画面イ

メージを示す。そして、お祈り時間割とキブラをム

スリムが毎日やっている 5 回のお祈り情報とする

機能もある。お祈りをするとき、必ずメッカに方角

を向いて行う必要がある（図 3）。また、八王子市

にあるあまり知らない面白い観光地を調べられる

機能もある。最後に、図４のように、ハラルとかム

スリムフレンドリーのホテルをムスリムに関する

基本情報とする説明もあると考えられる。 

図２マップ機能の画面      図３キブラ機能の画面 

図 4 情報の説明機能の画面 

4. HOW IT WORKS? 

 図 5 のように、GIVE AND TAKE というコンセプ

トによって、このアプリの開発では、ムスリムが八

王子市のムスリムフレンドリーに関する便利さと

面白さを知るようになり、八王子にどんどん来て

くれる。次に、ホテルやレストランの人がムスリム

フレンドリーのコンセプトを自分たちのところで

応用したい数が高くなる。それで、ムスリムフレン

ドリーのコンセプトを応用されたレストランなど

が多くなって、最初の状況に繰り回すようになる。

基本的に、ムスリムがこの便利なアプリからサー

ビスをもらって、待遇として、八王子の人々がお金

をもらって、経済やツーリズムも高めると考える。 

図５ GIVE AND TAKE コンセプトの流れ 

5. FUTURE TASKS 

 このアプリを完成させるために、いくつかのも

のをデザインするはずである。まず、このアプリの

流れをよく考えてデザインしなければならない。

そのうえ、このアプリのアイコンをデザインし、こ

のアプリのインターフェスをデザインする。これ

らの点で、完成なアプリが出来上がるようになる。 

 

6. PROPOSAL FOR CYBER SILKROAD HACHIOJI 

 CYBER SILKROAD HACHIOJI への提案としては、レ

ストランやスーパーのマネジメントにこのアプリ

を紹介してあげて、レストランやスーパーよりハ

ラル食品を扱うようにしてもらうことである。そ

れにより、このアプリの使用が広がり、その紹介さ

せたレストランやスーパーはたくさんのお客様が

来てもらうと考えられる。また、八王子が大好きな

ムスリムが多くなることを私たちは期待する。 
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